
展示申込要領
申 込 期 限

平成２２年 ８月３１日（火） 必着
出展申込につきましては、本要領をよくご確認の上、期限までに提出してください。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

提出（送付）先 及び 問い合わせ先

建設技術フェア in 中部 実行委員会事務局宛
〒４６１－００４７ 名古屋市東区大幸南1-1-15
国土交通省 中部技術事務所 施工調査課内 担当：岡田、 早坂、岡崎
TEL ０５２－７２３－５７０４ FAX ０５２－７２３－５７９０

Email ： chugi@cbr.mlit.go.jp

「建設技術フェアin中部」の詳細については下記ホームページにてご覧いただけます。

http//www.cbr.mlit.go.jp/chugi/
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１ 開 催 概 要

「建設技術フェア in 中部」は、産・学・官の技術情報交流の場を提供し、技術開発や新技術導入

の促進を図るとともに、建設分野を専攻している学生に技術開発の現状と今後の方向性を伝え、

また、建設技術の魅力と社会資本整備の必要性を広く一般の方々へ紹介します。

■ 名 称

■ サブ タ イ ト ル

■ ｷ ｬ ｯ ﾁ ﾌ ﾚ ｰ ｽﾞ

■ 開 催 日 時

： 建設技術フェア２０１０ in 中部

： 豊かで安全な暮らしと環境の調和をめざして

： くらしを支える新技術

： 平成２２年 １１月 ４日（木） ９：３０～１７：３０

■ 開 催 内 容 ：パネル展示及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
国土交通省 中部技術事務所構内 名古屋市東区大幸南1-1-15

：講演会
名古屋市東文化小劇場 大ホール 名古屋市東区大幸南1-1-10 カルポート東

■ 開 催 目 的 ： (1)産・学・官の技術情報交流の場を提供し、技術開発や新技術導入の促進に資する。
(2)建設分野を専攻している学生に技術開発の便状と方向性を紹介する。

建設技術フェア in 中部実行委員会
国土交通省中部地方整備局、農林水産省東海農政局、経済産業省中部経済産業局、
長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、名古屋市、静岡市、浜松市、
日本下水道事業団東海総合事務所、中日本高速道路(株)名古屋支社、
(独)水資源機構中部支社、名古屋高速道路公社、(社)土木学会中部支部、
(社)地盤工学会中部支部、(社)日本土木工業協会中部支部、
(社)日本道路建設業協会中部支部、(社)日本建設機械化協会中部支部、
(社)愛知県建設業協会、(社)岐阜県建設業協会、(社)三重県建設業協会、
(社)静岡県建設業協会、(社)中部建設協会、(社)建設コンサルタンツ協会中部支部、
(社)日本橋梁建設協会中部事務所、(社)プレストレスト・コンクリート建設業協会中部支部、
(社)全国土木コンクリートブロック協会中部技術委員会、(社)日本埋立浚渫協会中部支部、
(社)日本道路協会中部ブロック連絡会議、(財)経済調査会中部支部、
(社)建設物価調査会中部支部、(財)先端建設技術センター中部センター、
(財)日本建設情報総合センター中部地方センター、(財)道路保全技術センター中部支部、
(財)海洋架橋・橋梁調査会中部支部、全国コンクリート製品協会中部支部、
全国ヒューム管協会中部支部、全国ボックスカルバート協会中部支部、
日本ＰＣボックスカルバート製品協会中部北陸支部

■ 主 催 ：

■ 対 象 ： 産・学・官の建設技術者、建設分野を専攻する学生、一般の方々

■ 入 場 料 ： 無 料

－１－



２ 展 示 申 込 に つ い て

■募集テーマについて
（１） 安全・安心な社会を実現するための建設技術
（２） 誰もが生き生きと暮らせる社会を実現するための建設技術
（３） 国際競争力支える活力ある社会を実現するための建設技術
（４） 環境と調和した社会を実現するための建設技術

上記テーマに該当する新技術・新工法の出展を募集いたします。

■ 展示申込方法
本資料をお読みいただき、「展示申込書」に必要事項をご記入の上、期限【平成２２年８月３１日（火）】までに
提出先（下記参照）宛に必ず郵送又はE-mailにてご提出ください。なお、ＦＡＸでの展示申込は受け付けません。
受付後、事務局にて展示申込書の内容を確認し、「展示申込確認書」を送付させていただきます。
※社内決裁等の理由で提出期限に間に合わない場合は、事前に問い合わせ先（下記参照）までご相談
ください。

※E-mailにて申し込まれた場合は、必ず受信の有無を電話にてご確認ください。
※展示申込書（ＰＤＦ形式、エクセル方式）は、国土交通省中部技術事務所のホームページでダウン

ロードできます。

ホームページアドレス ： http//www.cbr.mlit.go.jp/chugi/ からご覧下さい。

■展示申込方法
○代表者名は、フェア展示において責任と権限を有する方のお名前をご記入下さい。
○連絡先と担当者は、展示に際して事務局との連絡窓口となる方のお名前、住所などをご記入下さい。
展示に関わる連絡、書類の送付などは担当者様宛とさせていただきますので、担当者に変更があった
場合は、必ず事務局までご連絡下さい。

○展示及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ内容については、これに基づいて配置、発表順を決定しますので、 主たる製品
及び分野を記入して ください。

○危険物の持ち込み、給排水設備は利用できません。

■ 開催までのスケジュール予定

平成２２年８月３１日（火）
展示募集締切

平成２２年９月１０日（金）【予定】
展示者採択

平成２２年１０月８日（金）【予定】
展示者説明会

平成２２年１０月１５日（金）
各種提出書類締切

平成２２年１１月２日（火）
展示者搬入・設営

平成２２年１１月４日（木）
開催

■申込書提出（送付）先 及び問い合わせ先

建設技術フェア in 中部 実行委員会事務局

〒４６１－００４７

名古屋市東区大幸南１－１－１５

TEL ０５２－７２３－５７０４ FAX ０５２－７２３－５７９０
国交通省中部技術事務所施工調査課内

担当 ： 岡田、 早坂、 岡崎

E-mail ： chugi@cbr.mlit.go.jp

■展示申込方法

平成２２年８月３１日（火）
※上記提出期限必着です。

※社内決裁等で期限に間に合わない場合は

事前に上記までご相談下さい。
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３ パネル展示及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 規程

この規定は、【建設技術フェア２０１０ in 中部】展示に当たっての全般的な事項を定めたものです。
ご展示に際しては、必ずご一読していただき、規程の遵守をお願いいたします。

■ パネル展示及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの活用分野

展示者は展示及び発表を希望する活用分野を下記から１つ選択してください。
尚、展示状況等によりご希望に添えない場合があります。

①道路分野

⑥環境・ﾘｻｲｸﾙ分野

②河川分野 ③港湾・空港分野 ④上下水道分野

⑤ＩＴ・ロボット分野 ⑦公園・緑化分野 ⑧安全・防災分野

⑨共通分野 ⑩学校(大学・高専)分野 ⑪県認定分野 （愛知県・岐阜県・三重県・静岡県・長野県）

活 用 分野

■パネル展示と出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの工種分類

工種分類の詳細については国土交通省中部技術事務所ホームページよりＮＥＴＩＳホームページを参照してください。

ホームページアドレス ： http//www.cbr.mlit.go.jp/chugi/ からご覧下さい。

－３－

１） 土工 ２） 共通工 ３） 基礎工 ４） コンクリート工

５） 仮設工 ６） 河川海岸 ７） 河川維持 ８） 砂防工

９） 舗装工 １０） 付属施設 １１） 道路維持修繕工 １２） 共同溝工

１３） トンネル工 １４） 道路除雪工 １５） 橋梁上部工 １６） 公園

１７） ダム １８） シールド １９） 推進工 ２０） 上下水道工

２１） 機械設備 ２２） 建築 ２３） 建築設備（電気） ２４） 建築設備（機械）

２５） 環境対策工 ２６） 調査試験 ２７） ＩＴＳ関連技術 ２８） ＣＡＬＳ関連技術

２９） 電気通信設備 ３０） 災害対策機械 ３１）港湾・港湾海岸・空港 ３２） 空港土木

３３） 空港舗装工 ３４） 柵工 ３５） 撤去工 ３６） 建設ＩＣＴ

工 種分類

３６） その他



事 項 パネル展示ブース

基本形態 【小間】W2000×D540×H2500

展示料金 【小間】 ５０，０００円（消費税込）

■ パネル展示の形態と料金

主催者が用意する
基本装飾及び
常設備品

バックパネル ※システムパネルを使用
社名板１枚、スポットライト×２灯
テーブル１本 (W1200×D450×H700)
パイプイス１脚

配 列 復列、または単列に複数の小間を配置します。
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■小間の基本装飾図
パネル展示ブース
W2000×D540×H2500

※幅、高さ以外について
は若干の変更が生じる
場合があります。



１） パネル展示ブースの拡張について

パネル展示ブースの拡張は行いません。申込は原則１小間とします。

■展示料金のお支払い
事務局より送付させていただく「振込依頼書」に基づき、期限（９月２２日）までに展示料
をお振り込み下さい。なお、お支払いは銀行口座に限らせていただきます。
（現金・小切手不可）
また、振り込み手数料は展示者の負担とさせていただきますのでご了承下さい。
常設備品以外で展示者によって申し込まれた備品等については、別途事務局代行よ
り請求書をお送りいたしますので、別途お支払いください。
※振込依頼書以外の書式（請求書等）を希望される展示者は、事前に「問い合わせ先
（表紙参照）」までご連絡ください。

■申込みの保留
展示内容が本展示会の主旨・目的にそぐわない場合、事務局は申込みを保留させて
いただきます。
展示内容に関してご協力が得られない場合は、お申込みをお受けできません。

■展示の変更または取消し

展示申込み後、展示の取消は原則としてできません。但し、事務局がやむを得ないと
認めた場合は、次のとおり取消料を申し受け、展示を取り消します。事務局より「振込依
頼書」をお送りしますので、期限内にお振り込み下さい。
※展示申込み確認後～展示採択（９月１０日予定）・・・展示料の５０％
※展示採択後 ・・・展示料の全額

－５－

１） 出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの申込について
パネル展示の内容について出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行う事ができます。発表時間は
質問時間込みで１０分です。
パネル展示のみの希望で出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを行わない場合は、展示申込時にお
知らせください。
なお、出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのみの参加はできませんので、ご了承ください。

２） パネル展示会場について
パネル展示は中部技術事務所構内の車庫を特設会場にして行います。

２） 出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ会場について
出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝは中部技術事務所内の会議室等を特設会場にして行います。

３） 展示物について
展示物はパネルとリーフレットを基本とします。

■屋外展示について
中部技術事務所構内で行います。ご希望される方は建設技術フェアin中部事務局まで
お問い合せください。

■パネル展示

■出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ



■高さ制限
展示に当たってはバックパネルの高さ（２，５００mm）以下とさせていただきます。
なお、持ち込み機材などにより制限を超える場合は、事務局との事前調整をお願いいた
します。

■配置の決定
会場全体の基本構成、展示小間数、展示申込み順、展示内容などを総合的に考慮した
上で、主催者が配置を決定します。尚、配置の発表は展示者説明会にて行います。

■展示者説明会の開催
平成２２年１０月８日（金）（予定）に展示者説明会を開催します。搬入・搬出及び会場運
営に関する詳細な事項につきましては説明会にてご案内させていただくとともに、展示の
手引き、各種申請書及び申込書などをお渡しします。

■搬入・搬出作業
搬入・設営及び撤去・搬出の作業日程は、概ね下記の期日を予定しております。
搬入・設営作業日・・・・・１１月 ２日（火） １３：００～１８：００
撤去・搬出作業日・・・・・１１月 ４日（木） １７：３０～２１：００

詳細につきましては、出展者説明会でご説明させていただくとともに、展示の手引きに記
載させていただきます。

■展示製品の販売禁止
展示製品を会場内で販売することを禁止させていただきます。

■展示物の管理・保全
事務局は、善良なる管理者として会場全般の管理・保全に努めます。しかしながら、天
災・不可抗力・盗難・紛失などの損害に対して、事務局は責任を負いかねます。
展示者は展示物などに必要な保険を付するか、その他必要な措置を講じて下さい。
展示者の行為により事故が発生した場合は、当該展示者の責任において解決していた
だきます。

■展示に対しての禁止事項
○小間の譲渡または転貸
お申し込みいただいた小間の一部または全部を第三者に譲渡したり転貸することはで
きません。

○本展示会の展示内容に合致しない製品などの展示
本展示会の主旨に反する内容の展示は、事務局の判断で中止していただくことがあり
ます。
また、関係法令に抵触するような行為などにつきましても、同様とさせていただきます。

○その他、本展示会の主旨に反すると思われる行為と事務局が認めた場合、それらの行
為を中止させていただきます。

■開催の変更または中止
事務局は、天災、その他不可抗力が原因によりフェアの開催が困難と判断した場合、会
期を変更または中止させていただくことがあります。この場合、事務局はこれによって生じ
た損害を補償しかねますので、あらかじめご了承下さい。
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４ 出 展 に お け る 注 意 事 項

■給排水設備の使用
本展示会及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝにおいては給排水設備を使用できませんのでお願
いします。

■危険物の持込禁止
本展示会及び出展技術ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝでは、危険物の持ち込みは禁止します。

■床面工事（アンカーボルト打ち込み等）の禁止
中部技術事務所構内の展示予定箇所は、床面がアスファルトまたはコンクリート舗装で
あるため、アンカーボルト打ち込みを含む床面工事は一切出来ません。

展示、実演などの営業行為は全て自社小間内で行い、はみ出し展示はしないようにご注
意下さい。
通路でのチラシ・サンプル品などの配布、呼び込み、アンケートの依頼などはできません。

－７－

■小間外での営業活動の禁止



１．印刷物、当日のブース社名板等に使用するため、正確な展示者名を記入して下さい。

ふりがな

※名称については「株式会社」 → (株)、「社団法人」 → （社）等、略称として下さい。

２．展示に関する連絡先（複数社で展示の場合は代表の会社名）・担当者等を記入して下さい。

印

※E-mail で申込みをされる場合は、氏名欄の印は不要です。

□ 安全・安心な社会を実現するための建設技術

□ 誰もが生き生きと暮らせる社会を実現するための建設技術

□ 国際競争力を支える活力ある社会を実現するための建設技術

□ 環境と調和した社会を実現するための建設技術

□ 道路分野 □ 河川分野 □ 港湾・空港分野 □ 上下水道分野

□ ＩＣＴ分野 □ 環境・ﾘｻｲｸﾙ分野 □ 公園・緑化分野

□ 安全・防災分野 □ 共通分野 □ 学校（大学・高専）分野 ※複数選択不可

□ 土工 □ 共通工 □ 基礎工 □ コンクリート工 □ 仮設工

□ 河川海岸 □ 河川維持 □ 砂防工 □ 舗装工 □ 付属施設

□ 道路維持修繕工 □ 共同溝工 □ トンネル工 □ 道路除雪工 □ 橋梁上部工

□ 公園 □ ダム □ シールド □ 推進工 □ 上下水道工

□ 機械設備 □ 建築 □ 建設設備(電気) □ 建設設備(機械) □ 環境対策工

□ 調査試験 □ ＩＴＳ関連技術 □ ＣＡＬＳ関連技術 □ 電気通信設備 □ 災害対策機械

□ 港湾・港湾海岸・空港 □ 空港土木 □ 空港舗装工 □ 柵工 □ 撤去工

□ 建設ＩＣＴ □ その他

枠内に付けてください↓

・希望する ・希望しない

1

受付日　平成２２年　　月　　日 No. 平成２２年　　月　　　日

展示技術の

内容
（４０文字以内）

E-mail

パネル展示
 スペース

１小間
Ｗ２０００×Ｄ５４０×Ｈ２５００

ＮＥＴＩＳ
工種分類

３．展示の中心となる技術について記入して下さい。展示の中心となる出展技術は原則として１ブースに
１つとします。

ＮＥＴＩＳ
ＮＥＴＩＳ登録

代 表 者

電話番号

展示者名

連絡先名

住　　所
〒

担当部署 担当者名

ＦＡＸ

事務局欄 提出日

小間

出展技術
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

希望の有無
どちらかに○を付
けてください。

枠内に付けてください↓

　活用分野
該当するチェックボック

ス（「□」部分）にレ点

を付けるか黒色で塗り

つぶして下さい。

　工種分類
該当するチェックボック

ス（「□」部分）にレ点

を付けるか黒色で塗り

つぶして下さい。

　　テーマ
該当するチェックボック

ス（「□」部分）にレ点

を付けるか黒色で塗り

つぶして下さい。

展示技術名
（２５文字以内）

役職

ＮＥＴＩＳ番号

ＮＥＴＩＳ名称　□有　　　□申請中　　　□無

氏名

５ 展 示 申 込 書 建設技術フェア２０１０ in 中部

－８－


